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河川管理システム･上下水

道監視制御システムを構築

する情幸隅u御システム技術

国が推進している情報通信

ネットワークビジョンの活用

例である河川堤防に布設した

光ネットワークにより,河川

施設の運転管理を行う｡

上下水道事業で民間保守委

託が行われる場合は,主要管

理施設と保守会社が通信回線

で結ばれ,施設管理を行う｡

日立製作所は,汀を応用した

情報制御システムの構築を支

援する｡

河川管理や上下水道事業の事業形態は,省庁再編や地方自治体のスリム化,公共工事のコスト縮減,経営基盤強化のための

民間委託,汀化などにより,大きく変わろうとしている｡例えば,官公庁が河川に沿って布設している光ファイバネットワー

クでは,lP(lnternet Protocol)技術をベースに,運用効果が高く,管理者や操作員にとって使いやすい低コストのシステムと

し,画像処理応用計測,画像音声圧縮伝送などの技術を活用して施設の集中管理を行い,河川災害の未然防止を図っている｡

また.上下水道分野では,ウェブ方式で,維持管理やプロセス分析などの業務を行う情朝システムを構築し,監視室以外の事

務室･本局でエンジニアリング業務を行うことや,点在する小規模な無人設備を集中監視するための監視制御システムを製品

化し,運転監視のアウトソーシングでサービスの提供を受けることが可能となった｡

日立製作所は.このような河川管理･上下水道事業の変革に寄与するために,汀によってセキュリティを確保した情報制御

システムの開発に取り組み,ソリューションとして提案している｡

はじめに

河川管理では,河川情報(水文観測データ)システムに

よって観測情報や河川施設のオンラインー元化などを実

施している｡ここで扱う観測情事艮や映像情報は専用端末

やパソコンで参照でき,一部はインターネットで公開し

ている｡また,上下水道では,建設や運用,維持管理に

かかわる公共事業のコスト縮減,水道法改正などにより,

運用や維持管理業務の民間委託などの新しい事業形態が

生まれつつある｡この背景には,インターネットに代表

される通信基盤の進歩とウェブブラウザ,サーバによる

オープンなGUI(GraphicalUserInterface)アーキテク

チャの普及が大きい要因となっている｡

ここでは,河川管理システムや上‾F水道のウェブ応用

情報システム,小規模設備監視システムと,日立製作所

が提案するシステムソリューションについて述べる｡

河川管理システムの技術動向

河川管理システムは,河川災害の未然防止を図ること

を目的とし,(1)｢施設管理+,(2)｢流水管理+,(3)｢空
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表1河川管理システムの管理対象と伝送項目

管理する対象の特徴と管理目的に合わせた伝送系を使う｡

対 象

データ系 音声系

(放送)

(電話)

映 像 系

監視

データ

制御

データ
動画

準動画

静止画
解 説

施

三八一

白文

管

理

せ き ○ ○ ○ ○

ゲートを操作する際の下流と

上流域の安全性を確認するた

め,動画伝送系を利用する｡

排水

機場
(⊃ ○ ○ ○

ポンプや除じん器の動きの

速い水流などをとらえるた

め,動画伝送系を利用する｡

水門･
○ C) (⊃ ○

ゲート操作中の監視を主な

目的とすることから,ゲー

樋(ひ)門 ト動作速度に追従が可能な

映像を確保する(動画系)｡

流水管理 ○ (⊃

水位･流量の観測や堤防･

護岸状況をとらえるため,

動画伝送系を利用する｡

空間監視 ○

動きの比較的速い被写体

(水流.船･人･自動車な

ど)をとらえるため,動画

伝送系を利用する｡

情幸馴云達 ○ ○ ○

収集した監視データや映像

を上位系やイントラネッ

ト･インターネットヘ伝送

するために,準動画または

静止画が必要である｡

注:○(適用),-(適用せず)

問監視+,(4)｢情報伝達+を備える必要がある(表1参月弔)｡

河川管理システムの伝送項目に関する主な新技術に

は,以下のものがある｡

(1)水位観測技術

画像処理応相の水位計や光ファイバセンサ水位計が実

用化され,採川されている｡これらは,センサ部に電源

を必要としないという利点がある｡

(2)映像伝送技術

CCTVカメラの映像信号1チャネルをMPEG2方式の高

伸i質(720×480ドット,30フレーム/s)で伝送する場合,

6Mビット/s程度の伝送速度が必要となる｡数チャネル

以上の映像には,高遠な光ネットワークとギガビットス

イッチなどを採用する｡また,インターネットでは低速

な伝送路を想定し,動画像から準動画や静止画に変換す

る装置やソフトウェアを備える｡

(3)音声伝送技術

音声データは,アナログ信号からディジタル信号に変

換した段階では64kビット/sであるが,は縮技術の進歩

により,5.3k～8kビット/sの範囲で取り扱うことがで

きる｡

河川管理システムソリューション

河川管理システムの代表的な構成を図1に示す｡シス
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テムの主要機能は以下のとおりである｡

集中監視制御サーバでは,水位,雨量,設備の計測デ

ータおよび設備状態データを人力した後,流量などの演

算を行うことにより,設備を監視する｡各種情報は,ウェ

ブサーバで編集した後,ウェブ端末に監視制御画面とし

て表示する｡制御では,画面上のボタン操作や,設定値

欄に指令値を書き込むことで,集中監視制御サーバから

設備へ操作指令を出す｡

カメラでは,映像をMPEG2エンコーダで符号化し,

ネットワークへ出力する｡高速ネットワーク内のウェブ

端末では,カメラ映像をウェブ画面に表示することがで

きる｡カメラ制御棒を取得した端末ではカメラ制御が可

能となる｡MPEG2符号化映像では符号化原理によって

表示遅延が生じているため,カメラ制御にはプリセット

制御方式を採用している｡

監視制御画面に映像表示エリアを設定することで,ラ

イブ映像を表示することができる｡また,設備から発せ

られる音を集めて聞き,手もとでの操作により,施設付

近にいる人々に危険を知らせる放送もできるなど,臨場

感のある監視制御が可能となる｡

痢像蓄積･配信サーバでは,決められたカメラ映像を

蓄積する｡この蓄積された映像を見る場合は,ウェブ端

末からカメラ番号と開始時刻を指定して蓄積された映像

を検索し,取り出して端末で表示することができる｡

インターネットに接続されたウェブ端末では,ウェブ

サーバが編集する画面で集中監視と低速映像監視を行う

ことができる｡なお,外部からの接続に対しては,フア
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図1河川管理システムの構成例

監視カメラがとらえた映像は,光ネットワークを介して管理組

織(工事事務所･出張所)のウェブ端末や住宅端末で見ることがで

きる｡
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イアウォールなどでセキュリティ対策をとる｡

ウェブ応用上下水道監視システム

ソリューション

上卜水道分野では,事業栴造の変革により,維持管理

やプロセス分析などの高度業務を,広域な設備を対象と

して行うニーズが強まっている｡そのため,ウェブ技術

を応川した情報システム"AQUA-Web''を製品化した｡

システム構成と情報端末としての位置づけを図2に示す｡

AQUA-Webは従来の監視制御システムの上位系に位

置づけられ,ウェブサーバにプラントデータを公開可能

な形で保存する｡ブラウザを搭載した端末からの要求に

某づいて,これらのデータをトレンドグラフヤアラーム

リストなどの様式で表示する｡また,任意のデータを端

末側の市販ソフトウェアに受け渡すこともできる｡

従来の監視制御システムでは,設備の監視制御情報が

監視室のオペレーダに専用マシンで提供されていた｡こ

れに対し,AQUA-Webでは,オペレ一夕以外のスタッフ

が,事務室や本局などの監視室外で高度エンジニアリン

グ業務に注力できるように,プラントデータを開放して

共有させることをH的としている｡すなわち,情報端末

としてのEUC(EndUserComputing)の位置づけである｡

ウェブ応用小規模下水道施設監視

システムソリューション

小規模下水では,点在する無人設備をネットワーク化

し,集中監視することが求められる｡このため,広域ネッ

EICの情報端末

EUCの位置づけ

/†ソコン

端末.

ウェブ

サーバ

Eコ

回線網

ファイア
ウォール

トワークで接続された情事艮制御システムのアーキテク

チャとして,ウェブ■方式を採用することは自然である｡

広域システムの場合,専用線や公衆網,PHSなどさまざ

まな通信基盤を通してシステム要素が接続されるため,

これら豊富な接続形態に対応できるIP(InternetPrntocol)

ネットワークをベースとすることが必要である｡

また,監視場所や監視形態は,事業形態に応じて処理

場の端末,管理者の自宅のパソコン,保守会社の携帯パ

ソコン,日立製作所のリモート保守センタの端末などに

対応する必要がある｡このため,ソフトウェアの保守を

考慮した場合,端末にアプリケーションを実装しないサ

ーバ･元管理方式が望ましい｡以上により,このシステ

ムではウェブ方式を採用した｡

監視制御から見たウェブ方式の特徴をまとめたものを

図3に示す｡

監視制御にウェブを適川する際の大きな課題は,リア

ルタイム性に欠けることである｡ここで言うリアルタイ

ム性とは,画`血表示応答,表示更新周期,プロセス機昔旨

操作応答などである｡

小規模下水施設の監視システムソリューションを考え

たとき,プロセスは硯場で自動運転されており,遠方か

らの操作や制御の重要度が低い｡このため,逆に,監視

場所と,監視携帯端末の柔軟性を阿るほうが重安である｡

ウェブ方式で構築したシステム例を図4に示す｡

処理場やポンプ場のプロセス状況は,中核機場に設置

されたサーバに伝送,処理される｡その状況は,ウェブ

方式により,処理場の端末や保守会社のパソコンなどの

｢AQUA-Webシステム+ll 監視制御システム
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パソコン端末

Eヨ [コ
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(コ

PCS
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PCS

パソコン端末

ウェブサーバ

フ[コ,RDB

プロセス

瞬時値 梨吾児lち㌫ご

〉
叙

__一+プラント監視画面

PDB
蔓

一丁･⊥▲

任意データの取得

プラントデータベースを監視室外に開放,共有させる｡

必要な人に必要なデータを(プル型機能)

注:略言吾説明

EIC(Electricity,

lnstrumentation and

Compリーer)

WWW(WorldWideWeb)

POC(ProcessOperator's

Console)

PCS(ProcessControI

Station)

RDB(RelationalDatabase)

PDB(ProcessDatabase)

図2 上下水道向け情報端

末"AQUA-Web''

ウェブ技術を応用した情報

端末により,プラントデータ

ベースを監視室から設計･事

務担当へ開放し,維持管理や

プロセス分析などの高度業務

を支援する｡
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端末増加が容易

-クライアントは汎用ブラウザだけ-

長

所

短

所

増設･改造が容易

-アプリケーションのサーバー元管理-

皇宮な接続形態

-1Pネットベース通信:LAN直結･1SDN･ATM･PHSなど-

音声･画像データが扱え,

汎用OAソフトウェアとの連携が可能

リアルタイム性が不足

一画面表示･操作応答･表示更新-

セキュリティ

クライアントの安定稼動の維持が困難

一不特定端末のバージョン管理-

注:略語説明

ISDN(lntegratedServicesDigita事Network)

ATM(AsynchronousTransferMode)

図3 監視制御から見たウェブ方式の特徴

ウェブ方式の長所を生かしてシステム化するためには,監視制

御上の短所となるリアルタイム性の不足を補う必要がある｡

ブラウザで表示される｡ウェブブラウザはもともとユー

ザーがほしい情報を要求し,取りに行く｢プル型+の構造

であり,また,保守会社の携帯パソコンには常時電源が

入っているわけではない｡そのため,プロセスにアラー

ムが発生したときにはサー′iから電話やEメールで自動

通報を行う機能を合わせて,CTI(Computer-Telephony

Integration)システムとした｡通報によってユーザーは

電話での音声による内容問い合わせを行ったり,ブラウ

ザで画面を要求し,アラームの詳細を知ることができる｡

また,Eメールからアラームの詳細画面にリンクさせる

ことも可能である｡

おわりに

ここでは,河川管理における情報端末での観測情報や

映像情報による支援と,上下水道事業における広域化に

対応した小規模■F水施設のシステムソリューションにつ

いて述べた｡

プロセス情報制御でのウェブシステムは,情報端末と

しての位置づけで普及してきた｡しかし,監視制御や操

作端末へとニーズが拡張してきており,リアルタイム性

の改善が課題である｡このため,急速に進歩している

Java数',QOSなどのウェブ周辺技術を活用することによ

※)JavaおよびすべてのJava関連の商標およびロゴは,米国

およびその他の国における米国Sun Microsystems.Inc.

の商標または登録商標である｡
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管理者宅･委託会社
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[コ
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プラント監視画面
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拠点処理場 TA

Fl〟

汎用ブラウザソフトウエア
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サーバ
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設備 SQC

激
溺
頚
頚
膠
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ポンプ壕 CQS

泡盛瀞

注:略語説明

TA(TerminalAdapter)

FW(Firewall)

SQC(SequenceController)

R(Router)

図4 小規模下水施設における監視システムの構築例

ウェブ方式に自動通報機能を組み合わせてシステム化すること

により,小規模下水施設における監視システムソリューションを

構築した｡

り,今後もユーザーニーズにこたえるソリューションの

開発を進めていく考えである｡
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